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イネの成長を促進させるきのこ菌床由来の成分の利用

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

細菌や真菌が発生する揮発成分が植物のバイオ
マス増大やストレス耐性を強化させる事が知られ
ています。このような成分は新たなバイオスティ
ミュラント資源として非常に有望です。
一方で、細菌や真菌の大量増殖系の確立、また

利用する細菌や真菌が土壌や作物、取り扱う人に
及ぼす影響を考えたときに、新たな菌を用いてゼ
ロから増殖系を確立し、これらの影響を検証して
いくことは非常にハードルが高いと言えます。

食品生産に利用されるきのこ菌床は確立した菌
の増殖系である上に、揮発成分も豊富であり、安
全に取り扱える優れたバイオスティミュラント素
材になり得るのではないかと考えました。
そこで、市販のえのき・しいたけ菌床を用いて

イネの幼苗を非接触共存培養したところ、主に地
上部において乾燥重量の増大が観察されました。
（図1）その後、廃菌床についても効果が確認さ
れ、水稲栽培への適用では、2023年の酷暑下で
も収量を増加させることがわかりました（図2)。
新潟県ではきのこ栽培も水稲栽培も盛んであり、

廃菌床がバイオスティミュラント源として利用で
きれば高温被害対策の可能な農業資材として低コ
ストに導入が可能ではないかと期待されます。
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図1  揮発成分によるイネの成長促進の様子
左から対照区、えのきたけ菌床、
しいたけ菌床揮発性成分施用区

図2 圃場におけるコシヒカリの収量
-VCs 未処理区、+VCs 廃菌床由来揮発性
化合物処理区. 4週間処理したイネ幼苗
を圃場に植えて
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